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別記様式第１号

再 評 価 調 書

調書作成年月日 平成２４年 ９月 ３日

事 業 担 当 課 河 川 課

事 業 名 川内沢ダム建設事業 補助・単独の別 補 助 事業主体 宮城県
かわうちさわ

施行地名 名取市愛島笠島 地内 【位置図後掲】 管理主体 宮城県
な とり めでしまかさじま

根拠法令 河川法第６０条第２項

事業目的

名取市内を流下する一級河川名取川水系川内沢川に、同河川の治水事業の一環として治水
ダムを建設し、沿川の洪水を防御するとともに、既得取水の安定化と河川環境の保全を図る
ものである。

事業内容

ダム形式：重力式コンクリート，ダム高：33ｍ，堤体積：84,000m3

事 業 着 手 時 総貯水容量：1,700,000m3

(平成 ９年度) 治水確率規模：1/50*，利水安全度：1/10*

再 評 価 時 同 上
(平成 １３年度)

再 々 評 価 時 同 上
(平成 １８年度)

再 々 評 価 時 同 上
(平成 ２３年度)

ダム形式：重力式コンクリート，ダム高：37ｍ，堤体積：44,000m3

再 々 評 価 時 総貯水容量：1,700,000m3

(平成 ２４年度) 治水確率規模：1/50*，利水安全度：1/10*

＊治水確率規模１／50：概ね50年に1度程度の確率で降る規模の雨（計画日雨量：309mm/日）
＊利 水 安 全 度1／ 10：概ね10年に1度程度の確率で発生する渇水
【事業内容の変更状況とその要因】
・ 現地調査の結果から、ダム建設に優れる地形及び地質が確認された箇所にダムサイトを

計画し、最適なダム規模等に変更したもの。

事 業 費

全 体 事 業 費 費 用 負 担 内 訳

内用地 国 県 市町村 その他

及び補償費 [ ５０%] [ ５０%] [ － %] [ － %]

事 業 着 手 時
(平成 ９年度) ８８億円 17.9億円 ４４億円 ４４億円 － 億円 － 億円

再 評 価 時
(平成１３年度) ８８億円 17.9億円 ４４億円 ４４億円 － 億円 － 億円

再 々 評 価 時
(平成１８年度) ８８億円 17.9億円 ４４億円 ４４億円 － 億円 － 億円

再 々 評 価 時
(平成２３年度) ８８億円 17.9億円 ４４億円 ４４億円 － 億円 － 億円

再 々 評 価 時
(平成２４年度) ８０億円 33.2億円 ４０億円 ４０億円 － 億円 － 億円

【事業費の変更状況とその要因】
・ 現地調査の結果から、ダム建設に優れる地形及び地質が確認された箇所にダムサイトを

計画し、最適なダム規模等に変更したもの。
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